
       【2024 年度 りんりんの会活動報告】    令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月 

１． 定例会実施報告 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 実施内容 開催場所 参加人数 

4/20 

(土) 

●りんりん＆ここりん定例会 

＊告知直後の不安（病気を受け入れられない）で混乱状態の患者様が参

加。「私もそうだったよ」の言葉にホッとされ、笑顔でお帰りに。また、術前化学療

法中の患者様からは、副作用に悩む様子が伝えられました。病気になったこと

が、生きる意味や働き方を考えるきっかけになったと話す会員さんもいました。 

大崎市図書館

研修室 

9 名      

＋家族 1 名 

5/25 

(土) 

●りんりん＆ここりん定例会 

＊リピーターさん同士のおしゃべり会。近況報告の中で、県外に引っ越し予定の

会員さんから「新天地で、りんりんの会のような患者様をサポートする場を作りた

い」との目標をお話しいただき、嬉しく思いました。 

大崎市図書館

研修室 
8 名 

6/22 

(土) 

●りんりん総会＆Dr.吉田の乳がん講座 

医療サイドと患者との間で、時々生じる小さなズレや誤解について、分かりやすく

お話ししていただきました。途中名画が挟みこまれ、吉田先生の作品鑑賞のツボ

も教えてもらいました。     

大崎市地域 

交流センター 

あすも 

41 名 

7/27 

(土) 

りんりん定例会 

初参加の方から「仕事復帰の不安」「将来に向けての漠然とした不安」などがあ

げられ、先輩体験者の話しに耳を傾けられていました。 

大崎市図書館

研修室 
6 名 

8/24 

(土) 

●ここりんの集い 

＊初参加（AYA 世代の患者様・他院）2 名。今までの治療の副作用やココロ

の痛みなどお伺いし、体験者同士で共有することが安心感につながると感じまし

た。（Dr からのアドバイスも励みに！） 

大崎市図書館

研修室 

6 名＋お子さん

1 名 

Dr.１名 

9/21 

(土) 

●りんりん＆ここりん定例会                        

＊診察時の患者の気持ち（ドキドキ感）・AYA 世代の方々の悩み・不安等に

対し、お二人の Dr から温かいお話をいただきました。治療の継続には、家族のサ

ポートも大きな支えになることが話題に。治療に向き合う AYA 世代に参加者か

らエールが送られました。 

大崎市図書館

研修室 

11 名 

Dr.2 名 

10/26

(土) 

【りんりん＆ここりん合同企画】 ★「おいしいコーヒーの淹れ方教室」  

 若い女性オーナーの指導のもと、一人一人がドリップに挑戦！お互いのコーヒー

の味の違いを楽しみました。ゆったりと流れる時間と豊かな香りに癒されました。そ

の後、コーヒーにハマった会員さんも！ 

café space

外の音(いん)

（加美町） 

8 名 

11/9 

(土) 

●20 周年記念研修会 

吉田先生の講演「過去２０年間の乳がん診療の変遷とこれから」では薬物治

療の流れや医療制度の課題などからこの 20 年で治療実績は大分改善されて

きていることを学びました。代表からの話題提供では、「話が出来る場所があるこ

と」「一人じゃないと思えたこと」が良かったという感想をいただきました。 

大崎市地域 

交流センター 

あすも 

40 名 

12/14

(土) 

●りんりん＆ここりん Xmas 会 

持ち寄ったプレゼントを、ビンゴで交換し合って盛り上がりました。今回はレディース

サンタ（Dr）の参加もあって女子トークで盛り上がり、賑やかな会になりました。         

大崎市図書館

研修室 

9 名 

Dr.2 名 

1/25 

(土) 

【りんりん＆ここりん合同企画】 

★「がんサバイバーさんのためのココロとからだを癒すヒーリングヨガ」 

＊みんなでワイワイ楽しく癒されながら基本的なヨガを体験しました。 

大崎市図書館

研修室 
8 名 

2/15 

(土) 

●ここりんの集い 

＊術後の痛み・ウイッグの外し時・子供への病気の伝え方について etc. 

Dr より：痛みの感じ方は人それぞれ。我慢することなく伝えてほしいし、診察時

も遠慮なく話してほしい、との回答を頂きました。 

大崎市図書館

研修室 

12名＋家族1

名・お子さん 2

名 Dr.2 名 

3/15 

(土) 

●りんりん＆ここりん定例会 

＊ホルモン療法～薬の飲み方について ＊化学療法～個々に必要な回数と薬

剤などについて Dr 方から貴重なお話をいただきました。治療中の方 2 名、スタッ

フ 2 名、そこにドクター2 名というなんとも贅沢な会でした。治療の副作用の様子

や対処法について、じっくりと聞いてもらい、答えてもらって、お帰りの時にはほっと

安心した笑顔が見られました。 

大崎市図書館

研修室 

4 名 

Dr.2 名 

 



 

２． 活動実施報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 外部への情報発信（広報活動） 

 

 

 

 

 

 

 

４．ピアサポート活動 

                                                                                

 

 

◆ 年間事業参加延べ人数  176 名/12 回 

◆ 補整用パッド講習会参加者延べ人数  11 名 

＜内訳＞  大崎市民病院がんサロン 5 名/4 回 ・ 石巻赤十字病院がんサロン 6 名/4 回 

◆ りんりん通信発行 年 4 回（5 月・8 月・12 月・3 月） 

●主な内容・・・定例会等の実施報告・主治医のコラム掲載  

●広報手段として・・・会員に毎回郵送・病院サロン(大崎・石巻)に設置・大崎市民病院 HP に掲載 

◆ イベントへの参加                                                        

●日本乳癌学会学術総会・・・7/11(木)～13(土) 仙台国際センターにて                                            

＊患者参加ブースでの資料設置（りんりんの会パンフレット・通信・パッドの紹介冊子）とあわせて、患者さん 

手作りキャップ開けシート（100 枚）を参加された患者様や関係者の方々に情報提供しました。        

●リレーフォーライフ・・・10/19（土）・20（日）青葉山公園・仙臺緑彩館にて                                    

＊患者さん手作りキャップ開けシートを販売、売上金は全て対がん協会に寄付させて頂きました。 

 

 

 
 

【手作りキャップ開けシート】 

「手のしびれ」「痛み」等の副作用対策の一つと

して患者さんが考案・作製。『自分が使用してみ

て良かったので皆様にもどうぞ！』とがんサロン」に

ご寄付頂きました。その後にご協力頂いた患者さ

ん方と一緒に作製したものを提供させてもらいま

した。（※大崎市民病院がんサロンにも置いて

いますのでお気軽にお立ち寄りください。 

 

＊すべり止めシート（百均）を四角に切り、周りをカラフルな毛糸で

細編みしたもの。握力の弱い方も活用できます。 

◆ 9/7(土) AM 宮城県内の看護師様対象｢緩和ケアリンクナース養成研修｣で講話                     

タイトル ｢医療者とのコミュニケーション～患者の立場から思うこと｣ （高橋代表） 

◆ 9/7(土) PM 大崎市民病院 緩和ケア研修会                                                           

タイトル 「がん患者からピアサポーターへ ～がん体験が私に教えてくれたこと～ （高橋代表） 

◆ 2025.1/11(土) 石巻赤十字病院 緩和ケア研修会                                                

タイトル 「がん患者からがんピアサポーターへ ～がんサロンにおける患者支援～ （高橋代表） 

 

 
◆ 大崎市民病院がんサロン がんピアサポーター（＋事務補助）として勤務 （高橋） 

◆ 石巻赤十字病院がんサロン「ひだまり」 がんピアサポーターとして勤務 （佐藤・髙橋）※髙橋 3 月末で退職 

◆ 「がん患者会サロンネットワークみやぎ」 副代表（高橋） コアメンバー（佐藤） 

◆  りんりんハンドメイド倶楽部による「補整用パッド作製」（アピアランスケアサポート）（山本・横谷・髙橋） 

 

 


